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研究成果の概要 

 本領域では、多様な分野の専門家が一堂に会し、中国長江流域の新石器文化について網羅的な

調査・研究を実施した。個別の成果としては、河姆渡文化の粥調理から良渚文化の蒸し米調理へ

転換したこと、浙江省の新石器時代漆がウルシノキではなくハゼノキの樹液であったこと、田螺

山遺跡出土のガチョウが世界最古の家禽となること、などの新知見をもたらした。また、衛星画

像解析から良渚囲壁や塘山土塁の構造を解明し、出土米の DNA 分析から良渚遺跡群に他地域の

コメが搬入された可能性を示し、広富林遺跡でアジア最古の脊椎カリエスを検出し、良渚遺跡群

出土人骨に雑穀食の人骨が含まれることや山東方面からの移住者が存在するらしいことを明ら

かにした。これらはいずれもブレークスルーと言うべき大きな学術成果であると自負している。 

これらの諸成果を、「水に対する先史人の態度」、「人と物を集める装置としての都市」といっ

たキーワードで括ることで、「総合稲作文明学」の有効性と今後の発展の方向性を示すことが可

能となり、世界四大文明地域とは異なる文明形成の道筋を提示することができた。 

また、「田螺山キャンプ」にさまざまな国籍の若手研究者が参加したことで、関連分野の研究

者育成と国際共同研究のシーズ探索へとつなげることができた。 

  

研究分野：考古学、文化財科学・博物館学、自然人類学 

 

キーワード：稲作、中国文明、環境考古学、考古科学、骨考古学、河姆渡文化、良渚文化 

 

１．研究開始当初の背景 

中国は世界最古の稲作発祥地である。考古遺物という同時代資料から見て、長江流域において

もっとも早くイネの栽培化が始まったことはもはや疑う余地がない。中国で野生イネの利用が

始まり、栽培化が達成されるまでの過程では、急速な温暖化にともなう海面上昇等、環境は目ま

ぐるしく変化した。稲作は、その大変動を乗り越えるための生活様式変革の産物と言える。 

古来、長江流域は中国最大の穀倉地帯であり、そこで生産される米なくしては膨大な人口を支

える術は他になかった。「江浙熟すれば天下足る」、「湖広熟すれば天下足る」と言ったように、

政治の中心は黄河流域にあったとしても、経済的には長江流域が国家の命運を握っていたので

ある。このように見ると、１）稲作とは、空前絶後の天変地異に見舞われた中国大陸の先史人が、

それを逆手にとって成し遂げた一大イノベーションであり、２）水田栽培という特異な栽培形態

が、肥料供給、塩分除去、雑草防除、保温などの効果をもっていたことで、長期にわたる稲作民

社会の持続的発展が可能となり、３）中国文明の強靭なレジリアンスもまた、長江流域の稲作地

帯が背後に控えていて初めて達成され得たのではないか、と推測されたのである。 

 領域代表者は過去 30 年にわたり長江流域を中心とする中国考古学の研究に従事してきた。近

年、良渚遺跡群をはじめとする多くの遺跡で重要な発見が相次いでいる。そこで、30 年にわた

る研究の蓄積に近年の重大発見から得られた知見を新たに加えることで、この地域における完

新世の人類適応の全体像を解き明かすことができると考えた。そこで、上記 3 点の見通しの下、

中国稲作文明への理解を飛躍的に進展させ、新たな学術領域としての「総合稲作文明学」を創成



すべく研究に取り組んできた。 

 

２．研究の目的 

 本領域は、①中国におけるイネ栽培化プロセスの高精度かつ多角的な復元、②長江流域におけ

る新石器時代稲作文明興亡の要因究明、③初期青銅器時代以降の中国文明における稲作文明の

役割の解明、という 3 つの研究目的を設定している。そして、これらの追究を通して「総合稲作

文明学」という新たな学術領域の創成を促すと同時に、従来の中国文化論・文明論に刷新を迫る。

つまり、生産技術や生活様式などと一体の文化的体系として東アジアを中心とする各地に波及

した稲作が、それらの地域の文化と社会の性格をどのように特徴づけていったのかを検証し、稲

作が本来もっている強靭なレジリアンスの有効性について提言を行うことを試みる。 

 世界四大文明のうち今日まで命脈を保っているのは黄河文明のみであるとはよく言われると

ころである。それを可能にしたのは、中国が黄河流域の麦作地帯（文化）と長江流域の稲作地帯

（文化）という 2つの異なる要素を併せもっていたことによる。稲作を中国文明のレジリアンス

の源泉としてとらえ、そのメカニズムの解明を通じて、これからの持続可能な文明社会の構築に

ついて提言を行うことも可能となろう。 

 以上の全体目的を達成するにあたり、本領域では総括班・国際活動支援班・計画研究・公募研

究の 4グループがそれぞれ役割を分担する。総括班は全体の舵取り役、国際活動支援班は海外研

究機関との連絡役や英語圏への成果発信などを担当する。一方、5 つの計画研究は下図の通り、

それぞれ、A01＝中国考古学、A02＝環境考古学、A03＝民族考古学、A04＝農学、A05＝年代測定

学／人類学、という研究領域を担当する。公募研究では、これらの構成から抜け落ちた分野を補

い、さらに斬新な視点からの新たな発想を領域にもたらすものを採択した。 

 本領域では、上記 3つの目的の達成に向けて、各計画研究が協働しながら、研究の計画段階か

ら密に連携を取り合い、最大限のシナジーを発揮できるよう心掛けた。そして、目的達成の結果

として、文理の枠組みを超えた「総合稲作文明学」の創成が実現できると考えた。 

 

３．研究の方法 

 本領域の特筆すべき研究方法は、きわめて高い学際性を有する点である。考古学、歴史学、環

境社会学、地理情報科学などの人文・社会系、植物学、動物学、放射年代学、地球化学、気候学

といった理工系、遺伝学、自然人類学、生化学などの生物系からなるさまざまな分野の専門家が

一丸となって 3 つの目的の達成と「総合稲作文明学」の創成に取り組む。このような多様な視点

の導入はこれまでの中国考古学研究では採用されたことがないものである。 

 また、本領域の研究が単なる「寄せ集め」で終わらないよう、各メンバーの研究成果が組み合



わさることで人類史的に意味のある成果となるよう工夫してきた。例えば、現地調査にコア期間

を設け、多くのメンバーが同時に参加できる体制を整え、オンサイトでの研究融合を促した。毎

年度末の全体会議では研究の進捗状況の報告を全メンバーに課し、分析結果に関する多角的な

検討と活発な議論が行える環境を整えた。その結果、本領域では複数の専門に跨る共同研究が多

数進められ、多角的な分析抜きには達成できない成果をきわめて多く発信することができた。 

 領域全体の体制を整え、研究進捗管理を行うのは総括班の役目である。計画グループ間の連携

推進、研究者間の情報共有をはじめ、下図の通り、領域全体に関わる一切を決定する。また、研

究活動には参加せず、領域の活動を定期的にチェックし、その都度適切な指導・助言を行うため

の組織としてアドバイザリーボードを設置し、4名の学識経験者をアドバイザーに委嘱した。 

 国際的な活動を取り仕切るのは国際活動支援班である。近年の世界的学術動向の転換に対応

すべく、国際的な研究成果の発信および海外の著名研究者との交流などを担当した。 

４．研究の成果 

 A01 班では、土器・石器・玉器の型式学的検討を行い、それを A05 班による放射性炭素年代測

定結果と照らし合わせることで、新石器時代 6000 年間の時間軸を整備した。良渚遺跡群におけ

る異系統土器（山東、江西方面）の抽出に成功し、外来移住者の存在を想定した。石器の使用痕

分析から農耕関連石器の具体的使用法を明らかにした。新石器時代晩期における良渚系玉器の

拡散について、玉器の商品化や二次的文明形成における威信材の借用の観点から論じた。浙江省

出土漆器がウルシノキではなくハゼノキの樹液を用いていたという予想外の成果を得た。 

A02 班では、完新世の環境変動、特に海水準変動の具体相を解明し、遺跡分布との対応関係を

示した。9 万点の種実分析や 2000 点に及ぶ木材樹種同定、ブタの家畜化問題の解明は大きな成

果である。考古 GIS による良渚遺跡群の研究では、良渚囲壁の四面に 8つの水門が開くこと、塘

山土塁が導水・畜水・供水の機能を有する複雑な構造を有することなど、新たな知見を提供した。 

A03 班の主な成果としては、土器残留物の生化学的分析と民族考古学・実験考古学的研究から

各時期の土器使用法を復元したことが挙げられ、河姆渡文化の粥調理から良渚文化の蒸し米調

理への変化を跡付けた。田螺山遺跡における中国最古の蜜蝋発見という予期せぬ成果もあった。 

 A04 班は、良渚遺跡群内で新石器時代水田址を発見・調査し、埋没微地形分析などを援用しつ

つ 3 つの水田立地モデルを構築した。良渚遺跡群出土炭化米の DNA 分析がきわめて高い遺伝的

多様性を示すことから、良渚遺跡群に他地域産のコメが集積された可能性を示唆した。ヒシの遺

伝学的研究では、現生種との比較から、栽培化の過程について一定の見通しを得ることができた。 

 A05 班では、上海広富林遺跡でアジア最古の脊椎カリエスを検出したこと、良渚遺跡群出土人

骨に、コメを主食とする現地人とは異なる、アワ・キビ等の雑穀食の人骨が含まれることを示し

たことなど、特筆すべき成果があった。また、田螺山遺跡出土人骨の食性解析結果からは、当時

そこが海に近かったにもかかわらず、基本的に陸上動植物に偏る食餌であったことが判明した。 

公募研究については、田螺山遺跡出土のガチョウが世界最古の家禽となる可能性を示したこ

と、良渚遺跡群における山東方面からの移住者の存在がストロンチウム同位体比分析から示唆

されたことなどが注目すべき成果として挙げられる。 

これらの各計画研究の成果を「総合稲作文明学」へと昇華させるべく、領域代表者を中心にそ

の総合化に取り組んできた。ここでは、2つの論点に焦点を絞って述べておく。 

第一は「水」の問題である。この地域の新石器時代人はあり余る水をいかにコントロールする

かに腐心してきた。初めは水を避け、山間盆地に居住した（上山文化）。やがて、高床式住居と

丸木舟を発明し、資源豊富な海岸低地へと進出する（跨湖橋―河姆渡文化）。最後には、運河（＝

排水路）を開削し、耕地の拡大と交通・運輸網の整備を同時に達成する（良渚文化）。これは、

水をいかに確保するかが懸案であった世界四大文明地域とは異なる状況であり、ウィットフォ

ーゲルのそれとは別の「水力社会」が文明形成の原動力となった可能性が明らかになった。 

第二は都市起源の問題である。良渚囲壁を南北に貫く鍾家港運河の両岸には木器・漆器・石器・

玉器などの手工業工房が建ち並んでいた。良渚都市は、原料を集め、それを製品に加工し外に出



す機能を担っていた。山東方面から移住した可能性が高い雑穀食者の存在、あるいは江西方面の

異系統土器の存在から、玉器や漆器などの貴重な威信材を求めてやってきた異邦人や戦争捕虜

などがいたことが想定できる。このことは、人と物を集める装置としての機能を「都市」が有し

ていたことを強く示唆している。当初は「神殿経済」的な側面が強いが、後には商業活動の様相

が顕著になる。政治色が鮮明な中国歴代の都城とは異なる性格と言える。 

その他、若手研究者育成を目的に実施した「田螺山キャンプ」に 4つの国と地域から計 10 名

の参加者があり、それが新たな国際共同研究のシーズとなっていることも大きな成果である。 
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